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二
〇
一
二
年
三
田
史
学
会
講
演
会
企
画
の
趣
旨

吉

原

和

男

二
〇
一
二
年
六
月
二
三
日
午
後
の
三
田
史
学
会
で
の
講
演
会
は

共
通
テ
ー
マ
を
「
南
ア
ジ
ア
海
域
の
人
の
国
際
移
動
―
イ
ン
ド
人

と
中
国
人
」
と
設
定
し
て
、
重
松
伸
司
氏
（
追
手
門
学
院
大
学
国

際
教
養
学
部
教
授
）
と
上
田
信
氏
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
）
の

お
二
人
に
お
話
い
た
だ
い
た
。

重
松
氏
は
イ
ン
ド
史
、
ア
ジ
ア
移
民
史
、
ア
ジ
ア
環
境
文
明
史

に
つ
い
て
の
著
名
な
業
績
に
よ
っ
て
斯
学
の
重
鎮
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
る
。
今
回
の
共
通
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
単
著
と
し
て
、『
マ

ド
ラ
ス
物
語
―
海
道
の
イ
ン
ド
文
化
誌
』（
平
凡
社
、
一
九
九
三

年
）、『
国
際
移
動
の
歴
史
社
会
学
―
近
代
タ
ミ
ル
研
究
』（
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）、『
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
コ
ス
モ
ポ

リ
ス
、
ペ
ナ
ン
』（
大
学
教
育
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。

も
う
一
方
の
上
田
氏
は
、
中
国
明
清
史
や
中
国
生
態
環
境
史
の

先
端
的
研
究
業
績
に
よ
っ
て
や
は
り
著
名
な
研
究
者
と
し
て
知
ら

れ
る
。
今
回
の
共
通
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
単
著
と
し
て
は
、『
海

と
帝
国
―
明
清
時
代
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）
と
講
演
会
の

翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
シ
ナ
海
域
―
蜃
気
楼
王
国
の
興
亡
』（
講

談
社
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

企
画
者
お
よ
び
司
会
者
と
し
て
共
通
テ
ー
マ
設
定
の
趣
旨
に
つ

い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
ア
ジ
ア
諸
国
が
現
在
の
よ
う
な

経
済
発
展
を
今
後
も
続
け
れ
ば
、
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
は
世
界
中
か

ら
競
っ
て
ア
ジ
ア
へ
向
か
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
世
界

経
済
の
重
心
は
西
洋
か
ら
東
洋
へ
移
る
の
は
さ
ほ
ど
遠
く
は
な
い

か
も
知
れ
な
い
。

従
来
、
中
国
の
発
展
が
注
目
を
集
め
て
き
た
が
、
イ
ン
ド
は
中

国
に
続
い
て
大
き
な
発
展
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
ご
と

く
で
あ
る
。
自
国
を
離
れ
て
海
を
渡
り
、
経
済
活
動
に
従
事
し
た

二
〇
一
二
年
三
田
史
学
会
講
演
会
企
画
の
趣
旨
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）



こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
る
イ
ン
ド
人
と
中
国
人
が
海
の
向
こ
う
側
に

築
い
た
歴
史
に
注
目
し
て
、
彼
ら
の
経
済
活
動
を
支
え
た
文
化
お

よ
び
社
会
関
係
の
特
色
を
論
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
多

く
の
移
民
を
海
外
に
送
り
出
し
て
世
界
の
経
済
発
展
に
貢
献
し
、

あ
る
い
は
支
配
の
基
礎
を
築
い
た
民
族
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
少

な
く
な
い
。
講
演
者
と
と
も
に
「
人
の
国
際
移
動
」
の
歴
史
を
あ

ら
た
め
て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

当
初
は
印
僑
と
華
僑
の
活
躍
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
企
画
し
た
が
、
中
国
人
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
重
松
氏
の

講
演
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
人
に
つ
い
て
特
に
注
目
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
ペ
ナ
ン
島
と
い
う
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
小
さ
な
島
に

築
か
れ
た
植
民
都
市
に
住
む
多
く
の
民
族
の
一
つ
と
し
て
イ
ン
ド

人
が
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
当
日
は
会
場
に
て
多
く
の
参
加
者
か
ら
質
問
や
コ
メ
ン

ト
を
頂
戴
し
た
。
時
間
不
足
の
た
め
必
ず
し
も
総
て
に
対
応
し
て

い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
講
演
に
基
づ
き

執
筆
さ
れ
た
今
回
の
掲
載
論
文
に
は
あ
る
程
度
の
対
応
を
し
て
い

た
だ
け
た
。
ま
た
、
上
田
氏
の
掲
載
論
文
は
�
事
情
に
よ
り
当
日

の
講
演
テ
ー
マ
と
は
や
や
異
な
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
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